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陽差し降りそそぐ
　　　　環境未来都市へ
◎太陽光発電設備を小中学校に導入します



　

任
期
満
了
に
と
も
な
う
、
町

議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
が

11
月
20
日
、
町
内
７
か
所
の
投

票
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
の
影
響
に
よ
り
、
お
よ

そ
７
か
月
延
期
さ
れ
て
い
た
今

回
の
選
挙
に
は
、
議
員
定
数
13

議
席
に
対
し
、
16
名
が
立
候
補

し
ま
し
た
。

　

午
後
８
時
か
ら
の
即
日
開
票

の
結
果
、
新
議
員
が
決
定
し
、

翌
21
日
に
行
わ
れ
た
当
選
証
書

交
付
式
で
、
後
藤
桂
一
町
選
挙

管
理
委
員
長
か
ら
一
人
ひ
と
り

に
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

任
期
は
、
平
成
23
年
11
月
20

日
か
ら
平
成
27
年
11
月
19
日
ま

で
の
４
年
間
で
す
。

　

町
民
の
代
表
と
し
て
町
政
に

携
わ
る
新
し
い
議
員
の
み
な
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。
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新
地
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

新
た
な
町
政
担
う　

13
名
が
決
ま
る

①所属党派

②住所（地区）

③職業

④当選回数

三み
や
け宅　

信の
ぶ
ゆ
き幸　

（
63
歳
）

①無所属

②埓浜

③農業

④１回

遠え
ん
ど
う藤　
　

満
み
つ
る　

（
61
歳
）

鈴す
ず
き木　

　

利
と
お
る　

（
70
歳
）

目め
ぐ
ろ黒　

靜し
ず
お雄　

（
64
歳
）

井い
の
う
え上　

和か
ず
ふ
み文　

（
56
歳
）

①無所属

②藤崎

③農業

④６回

①無所属

②鉄炮町

③農業

④１回

①無所属

②富倉

③農業

④５回

①日本共産党

②中島

③自営業

④７回
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投
票
率
は
80.

54
％

▼
当
日
有
権
者
数

男　

３
，
１
９
６
人

女　

３
，
４
１
３
人

▼
投
票
者
数

男　

２
，
５
４
７
人

女　

２
，
７
７
６
人

▼
投
票
率　

80.

54
％

▼
無
効
票　

53

▼
得
票
数　
　
　
（
単
位
：
票
）

三
宅
信
幸　

５
２
３

遠
藤　

満　

４
３
７

鈴
木　

利　

４
１
７

目
黒
靜
雄　

４
０
５

井
上
和
文　

３
８
１

八
巻
秀
行　

３
７
７
．
５
０
１

八
巻　

孝　

３
７
５
．
４
９
８

吉
田　

博　

３
４
８

菊
地
正
文　

３
２
８

寺
島
浩
文　

３
１
４

加
藤
源
司　

３
０
２

水
戸
洋
一　

２
９
９

森　

一
馬　

２
７
２

佐
藤　

功　

２
３
２

加
藤
孝
夫　

１
９
６

高
橋
良
一　

６
３

※
按
分
切
捨
票
０
．
０
０
１

八や
ま
き巻　

秀ひ
で
ゆ
き行　

（
62
歳
）

八や
ま
き巻　

　

孝
た
か
し　

（
64
歳
）

吉よ
し
だ田　
　

博
ひ
ろ
し　

（
62
歳
）

菊き
く
ち地　

正ま
さ
ふ
み文　

（
64
歳
）

寺て
ら
し
ま島　

浩ひ
ろ
ふ
み文　

（
49
歳
）

加か
と
う藤　

源げ
ん
じ司　

（
63
歳
）

水み

と戸　

洋よ
う
い
ち一　

（
58
歳
）

森も
り　
　

一は
し
め馬　

（
69
歳
）

①無所属

②菅谷

③農業

④１回

①無所属

②菅谷

③農業

④２回

①無所属

②大戸浜

③無職

④１回

①無所属

②岡

③農業

④６回

①無所属

②菅谷

③農業

④６回

①無所属

②新地町

③室内装飾業

④１回

①無所属

②杉目

③旅館業

④３回

①無所属

②小川

③農業

④１回
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環境未来都市構想・高齢者共同住宅 など

町の取り組み状況について話し合い

　第５回復興計画策定委員会が 11 月 11 日、町

役場で開かれました。委員会では、現在町が取り

組んでいる事業や取り組みの状況を報告をし、意

見交換を行いました。

　今回は、復興へ向けた現在の町の取り組み状況

をお知らせします。

　町では、政府が地方自治体に
よる省エネルギー化や高齢化対
策の先進的な取り組みを資金面
で後押しする「環境未来都市構
想」の募集に関して、このたび
提案書を作成し応募しました。
　「環境未来都市構想」とは、
政府がまとめた新成長戦略に明
記した構想で、スマートグリッ
ド整備や再生エネルギーを用い
る発電所整備、次世代自動車の
利用拡大などの施策を戦略的都
市や地域に集中投入するもので
す。
　提案書は、「やっぱり新地が
いいね」～環境と暮らしの未来

（希望）が見えるまち～をタイ

トルとし、自然エネルギーパー
クとして「太陽光発電施設」の
整備や、それをもとにした自立
型電力供給システムの構築、火
力発電における木質バイオマス
の有効活用、超高齢化社会に対
応する情報基盤整備などに取り
組むこととしました。
　提案書は、町のホームページ
からダウンロードできるほか、
復興対策室でも閲覧することが
できます。
　今後、政府内閣官房の検討会
にて審査され、年内には選定の
結果が公表される予定です。 

「環境未来都市構想」へ応募

　新地町を愛する町内の若者で
結成された「アイラブしんち
サークル」は 10 月 28 日、町
の復興案を独自にまとめた「新
地町未来設計書 vol.1」を町に
提出しました。
　第５回復興計画策定委員会で
は、この設計書を取り上げ、内
容について話し合いました。
　設計書では、町を海エリア、
里エリア、山エリアに分け、そ
れぞれに適した施設整備や開発
イメージについてまとめられて
います。
　地図やイメージイラストを用
いて作られており、将来の町が
イメージしやすい設計書となっ
ています。
　この設計書 vol.1 は、第５回
復興計画策定委員会の資料とし
て、町のホームページからダウ
ンロードできます。

アイラブしんちサークル
新地町未来設計書
vol.1 を提出

環境未来都市構想における沿岸部の土地利用イメージ 未来設計図の１ページ
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第５回復興計画策定委員会

　震災により店舗等が被災し、
操業できなくなった企業・事業
所の再開拠点として、谷地小屋
字萩崎の菅野医院東側に４区
画、駒ヶ嶺６号バイパス相馬共
火西側に６区画の仮設店舗・仮
設事務所を整備しました。
　谷地小屋地区仮設店舗では、
健歯科クリニック（歯科医）、
ヨシダ美容室（美容業）、角屋（衣
料品販売）、（有）桜井電器（家
電販売・修理）が営業を再開し
ています。
　駒ヶ嶺地区仮設事務所・倉庫
には、（有）相馬ブレード（金
属研磨業）、佐藤巳代治商店（日
用雑貨等小売業）、（株）相双教
育用品（学校教材販売業）、（株）
山口特殊工業（機械器具設置
業）、かね幸水産（有）（鮮魚・
惣菜販売業）、谷田部板金（建
築板金業）が事業を再開してい
ます。
　小川公園仮設住宅入り口付近
にも仮設店舗１棟を整備し、マ
ルト水産が営業を再開しまし
た。

環境未来都市構想・高齢者共同住宅 など

町の取り組み状況について話し合い

　町と総務省では、緊急災害時
に、避難所から災害対策本部（役
場）への通信手段のバックアッ
プ回線として、ＦＷＡの設置を
進めています。ＦＷＡとは、公
共業務用周波数を利用した小型
の多重無線装置のことです。こ
れにより、既存回線ケーブルが
断線した場合でも、自家発電等
で通信が可能となります。
　対象となる施設は、避難所と
なる３小学校と尚英中学校、応
急仮設住宅７か所です。

　震災で自宅等を失った高齢者
のみの世帯等に、低廉な賃借料
の共同住宅を整備するもので
す。
　木造平屋建による戸別バリア
フリーで、プライバシーを確保
しつつ、コミュニティスペース
の利用により、閉じこもり防止
と利用者同士の交流を図りま
す。
　事業費は、およそ３億円です。
日本赤十字社からの助成が内定
しています。

商工業の復興へ
仮設店舗・
仮設事務所を整備

緊急災害時の
バックアップ回線を
設置します

「ひとつ屋根の下」
被災高齢者
共同住宅整備

被災高齢者共同住宅イメージ
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未来へ　環境・エネルギー教育
小・中学校に太陽光発電設備　導入

－コカ ･ コーラ復興支援基金・エコ支援事業－

　町では、町内の３小学校と尚英中学校に、防災対応機能を備えた太陽光発電設

備と蓄電池を整備します。これは、日本コカ・コーラ株式会社と財団法人コカ ･ コー

ラ教育・環境財団が主催する「公立小中学校へのエコ支援事業」として行われる

ものです。次世代を担う子どもたちの環境教育の一環であり、緊急時の避難所と

なる学校施設における電源確保としても活用します。

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
教
育

　

新
地
町
は
、
火
力
発
電
所
が

あ
る
ま
ち
と
し
て
、
学
校
で
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
に
関
す
る

授
業
や
、
相
馬
共
同
火
力
発
電

株
式
会
社
に
よ
る
環
境
講
座
が

行
わ
れ
る
な
ど
、エ
ネ
ル
ギ
ー
・

環
境
教
育
が
推
進
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
後
は
、
原
子

力
発
電
所
の
事
故
を
受
け
て
、

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
教

育
の
重
要
性
が
さ
ら
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育

の
充
実
の
た
め
、
日
本
コ
カ
・

コ
ー
ラ
株
式
会
社
と
財
団
法
人

コ
カ
・
コ
ー
ラ
教
育
・
環
境
財

団
が
主
催
す
る
「
エ
コ
支
援
事

業
」
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

10
月
に
は
、
全
国
で
11
校
採

択
の
う
ち
、
町
内
の
小
中
学
校

４
校
が
採
用
さ
れ
、
学
校
施
設

に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
と
蓄
電

池
を
設
置
で
き
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発

電
の
仕
組
み
を
身
近
に
感
じ
る

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
再

生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
エ
コ

に
つ
い
て
の
関
心
が
向
上
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
尚
英
中
学
校
と
３
小

学
校
で
は
、
発
電
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
で
テ
ー
マ
を
分
担

し
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う

１
つ
の
も
の
を
総
合
的
に
連
携

し
て
調
査
研
究
し
ま
す
。

【
尚
英
中
学
校
】

・
原
子
力
発
電
・
太
陽
光
発
電

　

町
内
唯
一
の
中
学
校
と
し

て
、
技
術
的
に
複
雑
な
原
子
力

発
電
と
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
シ
ス
テ
ム
と
し
て
期
待
さ

れ
る
太
陽
光
発
電
の
仕
組
み
を

研
究
し
ま
す
。

【
福
田
小
学
校
】

・
水
力
発
電

　

水
源
と
も
な
る
鹿
狼
山
へ
の

実
地
調
査
を
し
、
水
力
発
電
の

可
能
性
や
技
術
的
な
課
題
な
ど

を
調
べ
ま
す
。

【
新
地
小
学
校
】

・
太
陽
光
発
電
・
風
力
発
電

　

研
究
成
果
を
新
聞
に
し
、
町



　この度、コカ・コーラ教育・環境財団様

の「エコ支援事業」として、全国で 11 校採

択のうち、町内の小中学校４校が採用され

ました。太陽光発電設備を町内すべての小

中学校に一斉導入することは、２１世紀の

環境とエネルギー教育を進めるうえで大変

有意義なものであります。また、自然エネ

ルギーによる蓄電設備は、防災拠点である

学校にとって喫緊の課題であった災害時の

電源確保ができ、町民の避難生活の安心を

サポートすることができます。この再生可

能エネルギーの活用は、スマートタウン時

代へつながる事業であると考えております。

　　　　　　　　　　新地町教育委員会　

　　　　　　　　　　教育長　村山　正之

の
情
報
発
信
基
地
で
あ
る
役
場

へ
提
供
し
ま
す
。

【
駒
ヶ
嶺
小
学
校
】

・
火
力
発
電

　

学
校
か
ら
は
火
力
発
電
所
を

臨
む
こ
と
が
で
き
、
町
内
の
学

校
で
も
っ
と
も
身
近
に
あ
る
火

力
発
電
に
つ
い
て
調
査
し
ま

す
。

防
災
対
応
機
能
も
備
え
て

　

学
校
施
設
は
、
災
害
時
、
避

難
所
と
し
て
重
要
な
拠
点
と
な

り
ま
す
。
町
で
は
、
今
回
の
震

災
経
験
か
ら
、
停
電
時
の
電
力

確
保
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、

特
に
避
難
所
と
な
る
施
設
等
へ

の
整
備
は
必
須
で
す
。

　

こ
の
太
陽
光
発
電
に
よ
り
、

停
電
時
で
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電

源
が
確
保
さ
れ
、
非
常
時
に
も

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
自
家
発
電
と
、

現
在
、
町
が
進
め
て
い
る
Ｆ
Ｗ

Ａ
（
小
型
無
線
装
置
）
の
設
置

を
あ
わ
せ
る
こ
と
で
、
災
害
時

の
停
電
や
断
線
な
ど
の
事
態
に

左
右
さ
れ
な
い
自
立
型
通
信
が

可
能
と
な
り
、
町
と
町
民
と
の

安
定
的
な
情
報
共
有
態
勢
が
保

た
れ
ま
す
。

設備（各学校）
20kW を上限とし防災機能を備

えた太陽光発電。16kWh 相当

を上限とした蓄電池。

設備助成費用
１校２，９４０万円

稼働開始　平成 24 年夏予定
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無線設備を使うことで、災害時にも活用できるテ

レビ会議システムで外部と通信する村山教育長

（中央）と町教育委員のみなさん。

新地小学校の校舎を照らす太陽。

校舎の壁面には、町のシンボルでもある伝説の「手長明神」「海」

そして、それらを照らす「太陽」のモチーフが掲げられている。



　
　
　

日
も
一
日
エ
コ
隊
の
活

　
　
　

動
が
ん
ば
ろ
う
！
」
そ

う
思
い
な
が
ら
、
私
は
毎
日
登

校
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、

今
の
私
の
言
葉
の
中
で
、
分
か

ら
な
か
っ
た
言
葉
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
か
？
も
う
一
度
、
同

じ
こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
の

で
、
よ
ー
く
聞
い
て
く
だ
さ
い

ね
。

「
今
日
も
一
日
エ
コ
隊
の
活
動

が
ん
ば
ろ
う
！
」

　

ど
う
で
す
か
？
今
、
み
な
さ

ん
の
頭
に
中
に
「
エ
コ
隊
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
疑
問

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

エ
コ
隊
と
は
、
福
田
小
学
校

の
六
年
生
が
、
環
境
に
優
し
い

小
学
校
を
目
指
し
て
、
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
活
動
隊
の

こ
と
で
す
。私
た
ち
六
年
生
は
、

去
年
の
六
年
生
の
エ
コ
隊
の
活

動
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
、
み

ん
な
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合

い
、
工
夫
し
て
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
エ
コ
隊
の
こ
と
を

み
な
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
、
エ
コ
隊
じ
は

四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
一
つ
目
は
節
電
隊
で

す
。
節
電
隊
と
は
、
名
前
の
通

り
、
節
電
を
呼
び
か
け
る
グ

ル
ー
プ
で
す
。
休
み
時
間
や
昼

休
み
に
、
教
室
の
電
器
を
消
す

よ
う
各
教
室
を
回
っ
て
声
を
か

け
た
り
節
電
ク
イ
ズ
を
全
校
生

に
出
し
た
り
し
て
、
節
電
の
大

切
さ
を
全
校
生
に
訴
え
て
い
ま

す
。

　

二
つ
目
は
、節
水
し
隊
で
す
。

節
水
し
隊
と
は
、
水
の
無
駄
遣

い
を
し
な
い
よ
う
呼
び
か
け
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。
各
ク
ラ
ス
の

水
道
の
と
こ
ろ
に
手
作
り
の
ミ

ニ
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
た
り
、
節

水
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
っ
た
り

す
る
な
ど
工
夫
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
隊

で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
隊
と
は
、

紙
な
ど
の
資
源
物
を
再
利
用
す

る
よ
う
呼
び
か
け
る
グ
ル
ー
プ

で
す
。
段
ボ
ー
ル
で
リ
サ
イ
ク

ル
ボ
ッ
ク
ス
を
作
り
、
各
ク
ラ

ス
に
配
布
し
ま
し
た
。
余
っ
た

プ
リ
ン
ト
な
ど
を
リ
サ
イ
ク
ル

ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
、
裏
面
を
つ

か
お
う
と
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
四
つ
目
は
、
私

が
所
属
し
て
い
る
完
食
隊
で

す
。
完
食
隊
と
は
、
給
食
を
残

さ
ず
食
べ
よ
う
と
呼
び
か
け
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。
完
食
カ
レ
ン

ダ
ー
を
作
っ
て
各
ク
ラ
ス
の
完

食
し
た
人
数
を
調
べ
た
り
、
残

飯
の
量
を
量
っ
て
放
送
で
発
表

し
た
り
し
、
完
食
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　

以
上
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
エ
コ
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
今
日
は

私
が
所
属
し
て
い
る
完
食
隊
の

こ
と
に
つ
い
て
く
わ
し
く
お
話

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
完
食
隊
と
い
う
活
動

隊
を
作
っ
た
と
思
い
ま
す
か
？

完
食
す
る
こ
と
が
、
ど
う
し
て

エ
コ
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
と

思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
私
た
ち
は
、
給
食
の
残
飯

を
減
ら
せ
ば
、
生
ゴ
ミ
の
量
が

減
り
、
最
終
的
に
は
、
二
酸
化

炭
素
排
出
量
が
減
り
、
地
球
が

守
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
エ
コ
に
つ
い
て
調
べ

て
い
く
う
ち
に
、
日
本
は
、
世

界
の
中
で
も
食
べ
残
し
の
量
が

多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
ク
イ
ズ
で
す
。
日
本

の
食
べ
残
し
の
量
は
世
界
で
何

位
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
で
し
ょ

う
。

①
一
位

②
二
位

③
三
位

　

さ
ぁ
、
ど
れ
で
し
ょ
う
。
答

え
は
①
の
第
一
位
で
す
。
ま
だ

食
べ
ら
れ
る
食
品
や
食
べ
残
し

少年の主張大会
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「
今



「一人一人の心がけ」
菅野　聖来 さん（福田小６年）

食
品
を
あ
わ
せ
て
、
日
本
全
国

で
一
年
間
に
二
千
百
八
十
九
万

ト
ン
も
の
食
品
廃
棄
物
が
出
て

い
ま
す
。
国
民
一
人
当
た
り
だ

と
、
百
七
十
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に

も
な
る
そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と

を
知
っ
て
、
私
は
本
当
に
驚
き

ま
し
た
。
ま
さ
か
、
日
本
が
世

界
で
一
位
だ
と
思
わ
な
か
っ
た

し
、
一
年
間
に
百
七
十
一
キ
ロ

も
の
食
べ
残
し
が
あ
る
な
ん
て

想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
か
ら
で

す
。

　

そ
こ
で
、
私
は
、
今
ま
で
の

給
食
の
時
間
の
様
子
を
振
り

返
っ
て
み
ま
し
た
。
私
は
、
パ

ン
が
苦
手
で
す
。
給
食
の
と
き

に
パ
ン
が
で
る
と
「
苦
手
だ
か

ら
な
・
・
・
」
と
思
っ
て
平
気

で
残
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

給
食
の
時
間
が
終
わ
り
に
近
づ

い
て
く
る
と
、「
こ
の
く
ら
い

な
ら
残
し
て
も
い
い
や
」
と

思
っ
て
平
気
で
残
し
て
い
ま
し

た
。

　

自
分
の
こ
と
を
振
り
返
っ
て

見
る
と
、
た
く
さ
ん
食
べ
残
し

を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
私
の
よ
う
な
考
え
の
友

達
が
た
く
さ
ん
い
れ
ば
い
る
ほ

広報しんち　H23.12.5(9)

ど
、
食
べ
残
し
は
増
え
ま
す
。

私
は
、
福
田
小
学
校
に
も
、
こ

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
人
が
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
少
し
で
も
多
く

の
人
に
食
べ
残
し
を
減
ら
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
「
完
食
隊
」

を
作
っ
た
の
で
す
。

　

一
人
一
人
が
心
が
け
れ
ば
、

食
べ
残
し
は
減
り
ま
す
。
そ
し

て
、
食
べ
残
し
が
減
る
こ
と
で

環
境
に
優
し
い
福
田
小
学
校

に
つ
な
が
る
の
で
す
。「
完
食

隊
」
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
た
日

か
ら
、
私
は
食
べ
残
し
を
減
ら

そ
う
と
努
力
し
ま
し
た
。
去
年

よ
り
も
完
食
す
る
日
が
多
く
な

り
、
ま
た
、
苦
手
な
食
べ
物
に

も
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
完
食

隊
の
活
動
に
一
生
懸
命
に
取
り

組
み
、
環
境
に
優
し
い
福
田
小

学
校
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
六
年
生
全
員
で
エ
コ

隊
の
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
身
近
な
こ
と

か
ら
エ
コ
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？



まちの話題
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鹿狼山　5,000 回登頂達成

山の案内人　木村善治さん（渋民）

竹澤さん（大戸浜）に総務大臣表彰

統計功労者表彰

　統計調査事務に従事し、統計の普及啓発に貢

献されている竹澤正美さんが、福島市で開催さ

れた福島県統計功労者表彰式において総務大臣

表彰を受賞しました。

　竹澤さんは、町統計調査員協議会の会長を務

めており、長年にわたり町の統計調査事務に従

事され国勢調査や工業統計調査、農林業センサ

スなど円滑な調査に寄与されました。

　山の案内人として、多くのハイカーに鹿狼

山の魅力を伝えてきた木村善治さん（渋民）

が 11 月、登頂５，０００回を達成しました。

　平成５年から登山を始め、現在では日課と

して毎日登っており、１日に２回登ることも

あります。

　木村さんは、今年１月に発足した「鹿狼・

山の会」では、会長をつとめ、登山道の草刈

りや木々のせん定などをし、鹿狼山の環境保

全を行っています。

　11 月 13 日には、山の会のメンバーから木

村さんに花束が贈られ、快挙を祝福されまし

た。「鹿狼・山の会」のみなさ
んから祝福を受ける木村さ
んと妻の孝子さん。



SHINCHI TOWN NEWS

　新地町復興産業まつり、健康福祉まつり、図書館まつりが

11 月６日、総合体育館周辺で開催されました。

　産業まつりでは、ニラやタマゴの先着プレゼントや、農産

物品評会、福引き抽選、歌謡ショーなど、さまざまなイベン

トが行われました。また、しんち未来塾が企画した青森ねぶ

たが会場内を練り歩き、来場者を楽しませました。

　健康福祉まつりでは健康優良者の表彰式が、図書館まつり

では読書感想画コンクールの表彰式が行われ、受賞者のみな

さんに賞状と記念品が贈られました。

新地町復興産業まつり

復興へ向けて　力強く

広報しんち　H23.12.5(11)

平成 23 年度

読書感想画コンクール受賞者

（応募総数１２１点）

【町長賞】（３作品）

佐藤　匠馬くん（新地小３年）

門馬　圭汰くん（新地小６年）

佐藤あいらさん（新地高３年）

【優秀賞】（４作品）

林　いぶきさん（福田小３年）

大須賀萌恵さん（福田小２年）

大須賀愛依さん（福田小４年）

遠藤　颯太さん（尚英中２年）

【佳作】（９作品）

齊藤　渉生くん（駒ヶ嶺小１年）

菊田　寧音さん（福田小１年）

横山　楓人くん（福田小２年）

草野　泰輝くん（駒ヶ嶺小３年）

林　百合香さん（福田小５年）

木村　仁美さん（駒ヶ嶺小５年）

加藤　光貴くん（新地小６年）

菅野友梨絵さん（尚英中３年）

砂賀　美姫さん（新地高３年）

（受賞者 16 名）

新地町復興産業まつり
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新
地
町
成
人
式

　

平
成
24
年
新
地
町
成
人
式
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時　

１
月
８
日
㈰

受
付　

13
時
～

式
典　

13
時
30
分
～

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内
容　

式
典
・
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

対
象　

　

町
内
在
住
の
方
ま
た
は
尚
英

中
学
校
卒
業
生
の
方
で
、
平
成

３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
。

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

ハ
ガ
キ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

最
近
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
で
、

ハ
ガ
キ
が
届
い
て
い
な
い
方
が

お
り
ま
し
た
ら
、
生
涯
学
習
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

（
☎
�
２
０
８
５
）

　
平
成
24
年
度

　
登
録
者
募
集

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
保
育

所
臨
時
職
員
、
児
童
ク
ラ
ブ
指

導
員
・
補
助
員
、
児
童
館
臨
時

職
員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま

す
。

◇
保
育
所
臨
時
職
員

応
募
資
格

・
臨
時
保
育
士

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方

（
平
成
24
年
３
月
末
日
ま
で
に

資
格
取
得
見
込
み
の
方
を
含

む
）

・
保
育
補
助
員

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

・
臨
時
調
理
員

調
理
員
の
資
格
を
有
す
る
方

（
平
成
24
年
３
月
末
日
ま
で
に

資
格
取
得
見
込
み
の
方
を
含

む
）

・
調
理
員
補
助

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

勤
務
時
間
　

保
育
所
職
員
に
同
じ

勤
務
場
所　

各
保
育
所

賃
金　

１
日
当
た
り
の
町
の
規

定
す
る
金
額

◇
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
・
補
助

員応
募
資
格

・
指
導
員

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
ま
た
は

学
校
教
員
の
資
格
を
有
す
る
方

・
補
助
員

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

雇
用
予
定
人
数

指
導
員
・
補
助
員　

若
干
名

勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間

月
曜
～
土
曜
日
の
う
ち
５
日
以

内平
日
　
13
時
～
18
時

土
曜
日
・
学
校
休
校
日

８
時
～
13
時
、
13
時
～
18
時

勤
務
場
所　

各
児
童
ク
ラ
ブ

賃
金　

１
時
間
当
た
り
の
町
の

規
定
す
る
金
額

◇
児
童
館
臨
時
職
員

応
募
資
格

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
ま
た
は

学
校
教
員
の
資
格
を
有
す
る

方
（
平
成
24
年
３
月
末
日
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
み
の
方
を
含

む
）

雇
用
予
定
人
数　

１
名

勤
務
日
　
月
曜
～
土
曜
日
の
う

ち
５
日
間
（
土
曜
日
は
隔
週
勤

務
と
な
り
ま
す
）

勤
務
時
間　

９
時
30
分
～
18
時
15
分

勤
務
場
所　

児
童
館

賃
金
　
１
日
当
た
り
の
町
の
規

定
す
る
金
額

そ
の
他　

新
地
児
童
ク
ラ
ブ
指

導
員
を
兼
務
し
ま
す
。

◆
募
集
共
通
事
項

登
録
期
間

平
成
24
年
４
月
１
日
～
平
成
25

年
３
月
末
日

雇
用
期
間

６
か
月
以
内
（
た
だ
し
、
こ
の

期
間
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
）

登
録
・
選
考
方
法

書
類
審
査
に
よ
り
登
録
し
、
雇

用
の
際
に
勤
務
日
・
場
所
等
を

相
談
し
ま
す
。

募
集
期
間

12
月
６
日
㈫
～
12
月
22
日
㈭

申
込
手
続
き

①
申
込
用
紙
の
交
付
お
よ
び
提

出
先
は
役
場
総
務
課
で
す
。

②
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す

る
場
合
は
、
封
筒
に
「
○
○
登

録
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き

し
、
90
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
名

明
記
の
定
形
返
信
用
封
筒
を
必

ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
☎
�
２
１
１
１
）

年末年始の交通事故防止
県民総ぐるみ運動

スローガン
「飲む前に　必ず確保　

　　　　　ハンドルキーパー」
運動期間
12 月 10 日㈯～

平成 24 年１月７日㈯
運動の重点
１．飲酒運転の根絶
２．夕暮れ時と夜間の事故防止
３．全ての座席のシートベルト
　　とチャイルドシートの
　　正しい着用の徹底

◎問い合わせ
　町民課（☎�２１１６）
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新
地
町
奨
学
生
募
集

　

町
で
は
、
平
成
24
年
度
奨
学

生(

平
成
24
年
４
月
よ
り
貸
付

開
始
）
を
募
集
し
ま
す
。
新
地

町
に
住
所
が
あ
る
学
生
・
生
徒

で
、
経
済
的
な
理
由
で
修
学
が

困
難
な
方
に
、
奨
学
資
金
を
貸

し
付
け
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

奨
学
金
の
額
（
一
人
・
月
額
）

①
大
学
（
短
期
大
学
を
含
む
）

以
上
の
在
学
者
　

３
０
，
０
０
０
円

②
高
等
専
門
学
校
、
修
学
年
限

２
年
以
上
の
専
修
学
校
在
学
者

２
０
，
０
０
０
円

③
高
等
学
校
在
学
者　
　
　
　

１
５
，
０
０
０
円

貸
付
期
間

　

奨
学
生
が
在
学
す
る
学
校
の

修
業
期
間
（
す
で
に
在
学
中
の

場
合
は
平
成
24
年
４
月
以
降
の

修
学
期
間
）

奨
学
金
の
返
済
　

　

卒
業
、
又
は
貸
付
期
間
満
了

後
、
貸
付
月
数
の
３
倍
の
期
間

内
に
総
額
（
無
利
子
）
を
月
賦

で
返
済
。

申
込
期
限

・
一
次

平
成
23
年
12
月
22
日
㈭

・
最
終

平
成
24
年 

３
月 

９
日
㈮

申
込
方
法

　

教
育
総
務
課
（
役
場
３
階
）

に
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
。
申

し
込
み
に
あ
た
っ
て
は
、
連
帯

保
証
人
２
名
（
印
鑑
証
明
書
・

納
税
証
明
書
添
付
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課

（
☎
�
４
４
７
７
）

　
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
浜

　
一
般
入
学
試
験

　

福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ

ミ
ー
浜
で
は
、
次
の
と
お
り
平

成
24
年
度
一
般
入
学
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

募
集
対
象
科
お
よ
び
定
員

計
測
制
御
工
学
科　

15
名
程
度

機
械
技
術
科　

５
名
程
度

自
動
車
整
備
科　

15
名
程
度

建
築
科　

10
名
程
度

応
募
資
格

①
平
成
24
年
３
月
高
等
学
校
お

よ
び
専
修
学
校
（
高
等
課
程
の

修
業
年
限
は
３
年
以
上
）
を
卒

業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方

②
高
校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込

み
の
方
と
同
等
以
上
の
学
力
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

試
験
日

12
月
20
日
㈫

出
願
期
間

12
月
５
日
㈪
～
12
月
14
日
㈬

合
格
発
表

12
月
27
日
㈫

入
学
手
続
き

12
月
28
日
㈬
～
平
成
24
年
１
月

10
日
㈫

◎
問
い
合
わ
せ

県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
浜

（
☎
㉖
１
５
５
５
）

下水道排水設備工事責任技術者

登録更新講習および更新登録のご案内

　( 財 ) 福島県下水道公社では、次のとおり登録更新
講習および更新登録を実施します。該当する方で、
今後も引き続き排水設備責任技術者の登録を受けよ
うとする方は、更新手続きが必要です。

対象者
排水設備責任技術者証の登録期限が
平成 24 年３月 31 日（登録番号 18 －○○○○）

の方
※申込書、申請書等は該当者の登録住所へ簡易書留
で平成 23 年 11 月下旬までに郵送されています。なお、
登録されている住所と現住所が異なる場合、書類が
手元に届かない場合がありますので、住所等に変更
がある方は、下水道公社へご連絡ください。

申込期限　12 月 26 日㈪　当日消印有効

講習日　平成 24 年２月 14 日㈫

会場　南相馬市鹿島農村環境改善センター
　　　（万葉ふれあいセンター）

◎申し込み・問い合わせ
( 財 ) 福島県下水道公社　０２４－５２４－３５１０

町民親善卓球大会参加者募集
　新地町体育協会では、次のとおり平成

23 年度町民親善卓球大会を開催します。

日時　12 月 23 日㈮

　　　９時～（受付８時 30 分～）

会場　尚英中学校体育館

種目　シングルス、ダブルス男女、

　　　ラージボールなど

参加費　５００円（１種目）

申込締切　12 月９日㈮

申込・問い合わせ　

　　　　新地町体育協会卓球部　早川

　　　　（☎�２４４５）FAX 兼用

主催　新地町体育協会卓球部

後援　新地町・新地町公民館



　
年
金
相
談
会

　

相
馬
年
金
事
務
所
で
は
、
12

月
の
国
民
年
金
相
談
会
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
納
付
（
免
除
）

や
給
付
等
に
つ
い
て
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
震
災
に
よ
り
、
住
宅
、

家
財
、
そ
の
他
の
財
産
に
お
い

て
、
お
お
む
ね
２
分
の
１
以
上

の
損
害
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、

特
例
に
よ
り
り
災
証
明
書
（
市

町
村
発
行
・
半
壊
以
上
）
を
免

町内の空間線量率調査結果
　町では、町内 24 か所で放射線量の独自調査を行いま
した。11 月８日、15 日、22 日の測定結果は次のとおり
です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（μ Sv/h）

測定場所 地表面
測定値

８日 15 日 22 日
１ 福田小学校 土 0.23 0.26 0.26
２ 福田保育所 土 0.17 0.30 0.29
３ 木崎公会堂 土 0.34 0.38 0.37
４ 北原工業団地 砂利 0.24 0.32 0.27
５ 鈴宇峠県境 砂利 0.43 0.39 0.39
６ 沢口ふれあい広場 芝 0.40 0.39 0.37
７ 狼沢集会所 土 0.47 0.32 0.33
８ 新地小学校 土 0.22 0.23 0.17
９ 尚英中学校 土 0.29 0.32 0.23
10 新地保育所 土 0.20 0.22 0.17
11 鹿狼山登山口駐車場 砂利 0.35 0.37 0.37
12 今泉農集排処理場 砂利 0.14 0.15 0.12
13 総合公園こどもの森 芝 0.43 0.46 0.44
14 新地浄化センター 芝 0.28 0.32 0.32
15 岡公会堂 舗装 0.15 0.17 0.14
16 杉目集会所 舗装 0.20 0.22 0.19
17 大戸緑地広場 舗装 0.20 0.22 0.17
18 新地町役場 舗装 0.17 0.16 0.17
19 菅谷公会堂 土 0.36 0.33 0.32
20 駒ヶ嶺小学校 土 0.28 0.30 0.24
21 駒ヶ嶺保育所 土 0.13 0.16 0.12
22 大沢北国道 113 号県境 砂利 0.27 0.27 0.27
23 藤崎公会堂 砂利 0.29 0.27 0.22
24 富倉公会堂 舗装 0.13 0.16 0.15
※測定は毎週火曜日、地上１ｍ（３保育所は 50㎝の高さ）

除
申
請
書
に
添
付
す
る
こ
と

で
、
平
成
23
年
２
月
以
降
の
未

納
期
間
が
全
額
免
除
に
な
り
ま

す
。

相
談
会
日
程

12
月
８
日
㈭
～
12
月
10
日
㈯

場
所　

相
馬
年
金
事
務
所

◎
問
い
合
わ
せ

相
馬
年
金
事
務
所

（
☎
㊱
５
１
７
２
）

　
個
人
債
務

　
私
的
整
理
相
談
会

　

町
で
は
、被
災
さ
れ
た
方（
法

人
を
除
く
）
を
対
象
に
、
次
の

日
程
で
個
人
債
務
私
的
整
理
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は

予
約
制
で
す
。
事
前
に
ご
予
約

の
う
え
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
16
日
㈮

　
　
　

13
時
～
19
時

会
場　

役
場
１
階

　
　
　

１
０
１
会
議
室

◎
問
い
合
わ
せ

個
人
版
私
的
整
理

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運
営
委
員
会

０
２
４
－
５
２
６
－
０
２
８
１

母と子の健康
（12 月 10 日～１月 10 日）

健康診査 対象者 日時（受付時間）

母子手帳

交付

妊 娠 と わ か っ た
ら、なるべく早く
母子手帳の交付を
受けましょう

12 月 16 日㈮

１月６日㈮

９時～ 10 時

離乳食

相談会

平 成 23 年 ５ 月 ～

８月生まれ

１月 10 日㈫

9 時 45 分～ 10 時

２歳児

歯科健診

平 成 21 年 ７ 月 ～

９月生まれ

12 月 13 日㈫
13 時～

13 時 15 分

場所：保健センター

※乳幼児健診の際には、母子手帳、バスタオル、

問診票を持参してください。

◎問い合わせ　保健センター（☎�２０９６）

たんぽぽひろば
期日 内容 場所

12 月７日㈬

12 月 21 日㈬

１月 11 日㈬

絵本であそぼう

クリスマス会

つくってあそぼう

保健センター

駒ヶ嶺保育所

児童館
◎活動時間は 10 時からです
◎月～土（10 時～ 12 時）は「なかよしひろば」
として児童館を開放していますのでご利用くださ

い。

被災された方へ　法的支援のための電話相談窓口

震災　法テラスダイヤル
☎０１２０－０７８３０９

日本司法支援センターでは、二重ローンや相続問

題など、被災された方が直面する法的問題につい

て、解決に役立つ情報を提供しています。



地上デジタル放送 ( 地デジ ) の難視聴解消対策を実施します
《福田、真弓、岡の 3 地域にお住まいの皆様へ》

　これまで、集団的に福島県の地デジ放送が受信できないことを確認している福田、真弓、岡の 3 地域
については、この難視聴を解消するため以下の対策を行います。

《福田、真弓、岡の 3 地域以外にお住まいの皆様へ》

（１）12 月上旬から、デジサポ福島が、福田、真弓、 

岡の 3 地域以外の相馬共同火力発電から地デジア

ンテナの設置を受けた全世帯に対して、チラシ「福

島県の地デジが難視聴になっている世帯へのご案

内」を訪問配付します。

（２）チラシ配布時にご在宅の世帯については、

デジサポ福島の担当者に現在の福島県の地デジ視

聴状況 ( 難視聴か、良好視聴か ) をお伝え下さい。

また、ご不在の場合は郵便受けにチラシを投函し

ますので、お手数ですが、チラシ記載の電話番号

まで現在の福島県の地デジ視聴状況をお伝えくだ

さい。

（３）福島県の地デジが難視聴になっている世帯

については、デジサポ福島が電波の状態を調査

し、調査結果を踏まえて、国と NHK の助成による、

図 3 のような、高性能等アンテナ対策工事を行い

ます。なお、この工事には世帯毎に最低 7,000 円の

費用負担が発生しますので、デジサポ福島の調査・

工を希望されない世帯は、（２）の福島の地デジ視

聴状況をお伝えいただくことは不要です。

（４）詳しくは、デジサポ福島の訪問時、またはチ

ラシ記載の電話番号までお問い合わせください。

（１）相馬共同火力発電が整備した共同受信施設を

町が譲り受けて、地デジが視聴できるように改修

工事を行います。なお、共同受信施設の維持管理

は加入者負担となりますが、負担額については今

後お知らせします。

（２）（１）の方法では著しく今後の利便性が損な

われる地区については、町で、別に、図 1 のよう

な、小規模の共同受信施設を整備するか、世帯毎に、

図 2 のような、高性能アンテナ施設を整備して地

デジが視聴できるようにします。なお、施設の維

持管理は加入者負担又は世帯負担となります。
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【図１】 【図２】

　福田、真弓、岡の 3 地域以外で、相馬共同火力発電からの地デジアンテナ設置を受けても、なお福島県
の地デジ放送が難視聴になっている世帯 ( 福島県の放送局が 1 チャンネルでも良好に視聴いただけない世
帯 ) については、この難視聴を解消するため以下の対策を行います。

UHF 高性能受信アンテナ

伝送路用ブースター

伝送路用ブースター

伝送路用ブースター

前置高性能
ブースター

アンテナ柱

アンテナ柱

前置高性能
ブースター

UHF 高性能
受信アンテナ

伝送路用ブースター

UHF 高性能受信アンテナ

アンテナ柱

高性能
ブースター

既設の受信アンテナを
高性能化します。受信点調
査はデジサポで行います。

【図３】

①アンテナ柱を敷地内に設置
②同軸ケーブルを交換

③受信アンテナを高性能
　アンテナに交換
④低雑音の高性能ブースターに
　交換（ブースター電源部の交
　換を含む）

場合によっては混合器、フィルターの交換も可能



◎児童書

『心をそだてる科学のおはなし人物伝１０１』
小山　慶太／監修

『クリスマスのこねこたち』
スー　ステイントン／文
アン　モーティマー／絵

『三銃士』　　　　　　  アレクサンドル　デュマ
『ドレミファ荘のジジルさん』たかどの　ほうこ
『恐怖のミイラ』マッティン　ビードマルク／作

　　　　　　　　　　  　　ヘレナ　ビリス／絵
『かわうそ３きょうだいのふゆのあさ』あべ弘士

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか
◎ＣＤ

『爆笑漫談名演集』　  　　　　綾小路　きみまろ
『ＯＲＤＩＮＡＲＹ』

　　  　Ｅｖｅｒｙ　Ｌｉｔｔｌｅ　Ｔｈｉｎｇ
『Ｋ　ａｌｂｕｍ』　　  　ＫｉｎＫｉ　Ｋｉｄｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

図書館へ行こう
　　＝新着本のご案内＝

◎一般書

『スティーブ・ジョブズ（Ⅰ・Ⅱ）』
　　　　　　　　　ウォルター　アイザックソン

『真田三代（上・下）』　　　　　　　　火坂　雅志

『境遇』　　　　　　　　　　　　　　湊　かなえ
『あつあつを召し上がれ』　　　　　　　小川　糸
『しぶとく生きろ』　　　　　　　　　野坂　昭如
『用心棒』　　　　　　　　　　　　　　鳥羽　亮
『ルフィの仲間力』　　　　　　　　　　安田　雪
『すぐに編める！暖房いらずのあったかエコ小物』

　　　　　　　　　　　　　　　　寺西　恵里子
『３玉までで編むかぎ針編みのやさしいこもの』

　　　　　　　　　Ｓａｃｈｉｙｏ　Ｆｕｋａｏ
『缶タン！缶ゲキ！ウマ缶レシピ』　ぴあＭＯＯＫ
『体幹力を上げるコアトレーニング』　木場　克己

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

　未来を創った、今世紀を
代表する経営者スティーブ・
ジョブズが、積極的かつ全面
的に取材に協力した評伝。Ⅰ
は子ども時代、マックの開発
力など、Ⅱはアップルへの再
臨、家族の絆などについて記
す。

日 月 火 水 木 金 土
12 月 １ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
1 月

１
２ ３ ４ ５ ６ ７

■は休館日

図書館カレンダー

  六連銭の旗印のもと戦国
乱世を駆け抜けた真田一族
とは何者だったのか。知力
のかぎりを尽くし地方の
誇りをつらぬきとおした、
人々の心をとらえる彼らの
生きざまを描く。

　偉大な科学者、発見者とよ
ばれる人たちは、どんな思い
で研究にはげみ、大きな発見
をすることができたのでしょ
うか。ファーブル、野口英世
など、多くの偉人たちの発明・
発見のお話しを紹介します。

　サンタクロースの家の洋服
ダンスで、３匹のこねこが生
まれました。冬のある日、お
気に入りのサンタさんの赤い
袋がなくなり、こねこのパー
ルは、生まれて初めて、家の
中を探検しに行くと…。
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「クリスマス」
１２月２５（日）まで

ク リ ス マ ス ツ リ ー の 展 示、

クリスマスに関する図書の

展示・貸出を行います。カー

ドに願い事を書いてツリー

に飾りましょう！

「大そうじ特集」
１２月２８（水）まで

家の大そうじ、修理等に関

する図書の展示・貸出を行

います。

「冬休み読書推進」
１２月１０日（土）～

１月１５日（日）まで
冬休みにおすすめの図書の

展示・貸出を行います。

季節の行事展
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誕生おめでとう
（平成 23 年 10 月 21 日～ 11 月 20 日）

   （子ども）　     　　（親）　　 　　（地　区）

   心
のの

　花
か

　佐々木一幸・寛子  小川

   心
こと

　芽
め

　森　智弘・智栄　  菅谷

   蓮
れ

　武
ん

　川崎　智義・恵子  小川

掲載を希望しない方は届出のときにお申し出

ください。

ご冥福をお祈りします
（平成 23 年 10 月 21 日～ 11 月 20 日）

　　　（名前）　　　　（年齢）　　（地区）  

　小泉　　　浩  　64 歳　新地町

　東　　ヒサオ　100 歳　大戸浜

　高崎　　よし　  87 歳　城　内

　阿部　　照雄　  83 歳　駒ヶ嶺町

　菊地　　瑞子　  88 歳　小　川

　佐々木フクイ　  93 歳　小　川

　横山　サタ子　  97 歳　明　地

　寺島　　俊夫　  89 歳　小　川

　秋元　　嘉昭　  82 歳　上ノ町

掲載を希望しない方は届出のときにお申し出

ください。

人口／ 8,132 人（ー 20）

　男／ 4,027 人（ー   6）

　女／ 4,105 人（ー 14）

世帯数／ 2,597 世帯（＋ 4）
11 月１日現在（　）は前月比

人の
動き

住民基本

台帳

むし歯０の子どもたち

齋藤  真くん
（新地町）

松下  葵彩ちゃん
（城　内）

阿部  紗奈ちゃん
（原相善）

加藤  大翔くん
（新地町）

細山実乃里ちゃん
（作　田）

武田  湧新くん
（高　田）

菅原  凪澪ちゃん
（新地町）

遠藤  誉弥くん
（高　田）

名取  茉穂ちゃん
（菅　谷）

宮本流絆陽くん
（新　町）

渡邉  心月くん
（中　島）

阿部  尊紀くん
（城　内）

鈴木  萌衣ちゃん
（大山田）

木村陽菜々ちゃん
（深　町）

佐藤  凜ちゃん
（明　地）

休日・夜間の子どもの病気・ケガは

福島県こども救急電話

＃８０００
（毎日１９時～翌朝８時）
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今月の表紙

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

大槻神社の
　イチョウ（杉目）

　県道赤柴中島線沿いにある

大槻神社（杉目）のイチョウ

の木。毎年この季節になると、

太 陽 の 陽 差 し を 浴 び た 葉 が、

色鮮やかな黄色に染まります。

　町では、豊かな自然を大切

にし、人と自然が共存したま

ちづくりを進めています。

２　町議会議員決まる

４　復興計画策定委員会

６　小中学校に太陽光発電

　　設備を導入します

８　少年の主張

10　まちの話題

12　暮らしの情報

16　図書館へ行こう

17　むし歯０の子どもたち

18　ふくしま駅伝の結果

ご声援ありがとうございました
第 23 回ふくしま駅伝大会

総合成績　第４４位（町の部２３位）

　第 23 回ふくしま駅伝大会が 11 月 20 日、
白河総合運動公園陸上競技場から福島県庁
までの 16 区間９６．５㎞のコースで開催さ
れました。
　新地町チームは、記録６時間 14 分 57 秒、
総合成績 44 位、町の部 23 位でした。
　ご声援ありがとうございました。

上：三浦友梨乃さん（１区）
左から：鈴木陽貴さん（３区）、
荒和久さん（４区）

左から：新妻祐
太さん（５区）、
駒木根孝幸さん

（ ６ 区 ）、 玉 野
聡一郎さん（７
区 ）、 目 黒 洋 平
さん（10 区）

左から：長谷川
菜 緒 さ ん（11
区 ）、 高 口 雄 太
郎さん（12 区）、
坂 上 真 優 さ ん

（15 区）、木村紘
貴さん（16 区）


